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資料１
科学技術・学術審議会
人材委員会（第97回）
令和5年8月3日
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	博士人材として社会で必要とされる能力やスキルはどういったものだと考えているか
	博士人材が社会の幅広い分野でより活躍するために、政府、産業界、アカデミアがそれぞれ取り組むべきことは何か



